
 NPO法人めじろむつみクラブ 

  （ＭＭＣ）の活動について  

・活動拠点と範囲 

発表日 平成 29年 2月 4日 

めじろむつみクラブ事務局 作製 

高尾山のふもとで八王子市の西南部に 
位置するめじろ台が活動拠点となっている。 
（最寄り駅は京王線 めじろ台駅） 
        活動範囲は八王子市内。 
   



おいたち 
 めじろ台第二むつみ会（老人会）の有志が結成３０年
を記念して有意義な活動をしようと、NPO法人を 

  立ち上げた。 

 

 深刻な高齢化が進む八王子市めじろ台地区において 

    「元気な高齢者が、手助けの必要な高齢者を 

     助ける」を理念に有償支援ボランティアとして 

     ２００２年に発足 

 

 ２００２年１２月東京都より認証を受ける 

   １４生都協市特第１４９１号 

 



ＭＭＣの現況 
 現在の会員（28年3月末）・・・157人（作業会員 15人、 
     一般会員142人）・・・毎年10人以上増加 
 
 有償作業件数（28年3月末）・・・165件（26年度末は182件） 
 
 文化的事業（27年度）・・・6月21日講演会開催（戦国の城・・滝山城址にについて） 
                 11月21,22日作品展開催 
                 12月6日ギターと踊り他によるクリスマスコンサート 
                  3月6日・・・落語公演会（中央大学落研） 
                    
 
 広報活動（27年度）・・・会報誌発行 3回、ホームページにて情報発信 
 
 会の収支（27年度） 

• 収入・・・5,011,000円（会費 197,000円、有償作業 4,384,000円、 
                   その他 427,000円） 
 

 
• 支出・・・5,318,000円（有償作業3,633,000円、広報、地域交流、講座開催 
                   事業 461,000円、事務管理費1,224,000円） 
 
• 累計繰越金・・・396,000円 



事業の内容 

•生活支援事業（有償事業） 

  高齢者の日常生活においての支援 

   植木の剪定、除草、小規模な外構工事、 

   網戸・障子の張替え、家具の移動・修理、 

   清掃・片付け、電球の交換、ペンキ塗り、 

   刃物研ぎ、宅内上下水道修理、 

   ベランダ取付け及び補修、パソコン指導、 

   その他家庭内外の作業 

    

生活支援事業・文化事業・地域交流事業 
          が３本柱となっている 



生活支援事業例 
植木剪定・除草（女性も参加）・・・・ 



有償の良さ 

★作業の依頼者 
       

      ● 気分的に割り切れ、頼みやすい。 
        （無償だと謝礼は？・次も頼んで良いか？） 
 

★作業者 
        ● 作業への責任感、張り合いとなる。 
 

★組織   
       ● 運営費を確保できる。 



作業費はどれくらい支払う？ 

 生活支援等有償作業費 
     作業者には1,000円/ｈを標準とする。 

 

 文化的事業 

   （ｺﾝｻｰﾄ、落語、作品展、講演会等）作業費 
     チラシ作成、配布、会場設置、受付他 

     作業者には400円/ｈを標準とする。 



・文化事業 
 安心・安全にかかわる講演会、歴史・文化 

  等教養への結び付きとなる講演会の実施 

・健康、防犯、防災に関する講演会 
  （認知症、八王子の空襲等） 
 
・歴史、文化、落語等の講演会 
  （高尾山住職による法話、松姫没後4００年等） 
 
・大学落研による落語公演会 
  （法政大、中央大） 
 
・ワンコインコンサート 
  （クリスマス、サマー） 



講演会の開催 
認知症、八王子城落城、八王子の空襲、めじろ台で災害は？ 



落語公演会 
平成19年は法政大学落研、20～28年は中央大学落研 



コンサートの開催 



     地域交流事業 
  町会や地域住民とイベント開催・参加に 

  よる交流、町会の依頼作業他 

 

◎地元住民出展による「趣味の作品展」
開催（１１月に２日間、出品作品数約９０点、 

      入場者約３００人） 

・祭りや防災訓練支援 

〇不在地主空地の草刈（町会からの依頼） 

・会館の整備（町会連絡協議会からの依頼） 



地域交流事業 
作品展は会員手作りの会場で2日間（土、日）開催 



 

広報活動事業 

     会報誌の発行 年に３回（現在は37号） 

           5月、9月、1月 

 

    ホームページ設置 

     http://www.hachioji-mmc.com/ 

 

   会報誌やホームページにより活動状況の 

   報告、会員募集 

 

 

http://www.hachioji-mmc.com/
http://www.hachioji-mmc.com/
http://www.hachioji-mmc.com/


「オトパ」に出店・会のPR、市役所ホールで掲示、 

志民塾生へ会の活動報告、 

万葉公園桜まつりで会員募集 



最近の、各所からの取材 

 平成23年8月 東京大学情報理工学系教授他 

 平成25年4月 八王子メディア 

 平成25年6月 市の広報 

 平成25年9月 市民活動協議会 

 平成26年1月 読売新聞地域情報誌 

 

 

 

 

 



その他広報 

 平成26年 7月 八コー会「八王子ｼﾆｱｶﾚｯｼﾞ」で講演PR 

 平成26年10月 NPOバスツアーでＰＲ 

 平成26年11月 八コー会のｼﾆｱ活性化事例発表でPR 

 平成27年 3月 第14回「オトパ」でPR 

 平成27年10月 志民塾生に活動状況を説明 

 平成28年 4月 めじろ台桜まつりでＰＲ 

 平成28年 6月 八王子みなみ野栃谷戸クラブで説明 

 平成28年 6月 プロによる広報実践講座でMMCチラシが                 

             題材となる 

 平成28年 9月 ｼﾆｱ元気塾ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門講座で説明 

 

 

 

 

 

 



会の運営資金 

 会費（会員制）による運営（H28年3月現在会員 

                         155人） 

   ◆入会金     １，０００円 

   ◆年会費     １，２００円 

  ････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・ 

   ◆賛助会費 一口５，０００円 

 

 生活支援事業等有償ボランティア作業により 

  運営費を捻出 

■ 補助金・助成金申請・受領  

 



補助金について 
 会発足当時は資金不足で10人の理事から各10,000円借り入れ 
 
 平成15年度（２年後）・・・市民企画事業補助金受領（100,000円）  
 平成16年度・・・借入金返済、作業用中古軽トラック購入・・・150,000円 
 平成17年度・・・自治研究センター助成金受領（50,000円） 
 平成18年度・・・市民企画事業補助金（225,000円） 
 平成19年度・・・市民企画事業補助金（84,000円） 
             自治研究センター助成金（30,000円） 
 平成21年度・・・市民企画事業補助金（180,000円） 
             自治研究センター助成金（50,000円） 
 平成22年度・・・自治研究センター助成金（50,000円） 
 平成24年度・・・ｵﾗｸﾙ有志の会助成金（150,000円） 
 平成25年度・・・西武信用金庫第1回街づくり活動助成金（200,000円） 
 平成27年度・・・ｵﾗｸﾙ有志の会助成金（150,000円） 
 平成28年度・・・大同生命厚生事業団（100,000円） 
 平成28年11月・・・市福祉課の訪問型生活支援サービス評価・検証事業 
               協力団体に選ばれる（400,000円） 

 

 現在までに受領した補助金、助成金  合計1,769,000円 
                    



地域や関係箇所との掛り合い 

ＭＭＣ 

住民 
めじろ台 
安心ねっと 

市役所 
市民活動推進部 

めじろ台 
各町会 

市民活動 
協議会 

空地の草刈、会館整備、
駅前喫煙ｽﾀﾝﾄﾞ掃除 
軽トラ貸出し 

情報交換、 

アドバイス 

有償作業依頼、 

各種相談、イベント
の開催 

補助金応募、情報
入手 

アドバイス、相談 

情報交換 



以上組織の紹介でした 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
組織としての最近の動きと今後 

 運営委員を増員し、女性3人が加わり今後は作業 

  分担や新規プロジェクトの実施等が期待される。 

 念願の事務所が個人宅の一部を借用して実現、 

  定期的に打合せ等が行えるようになった。 

 会のパンフレットを更新した。 

 

 

 



活性化に向けての研究会の実施 

・今後のＭＭＣ事業の拡充と継続のために 

・Ｈ２７年１０月～Ｈ２８年1月迄5回の研究会開催 

  ・支援事業として新規事業の取り組み 

  ・交流事業の見直し、新たな取り組み 

  ・他組織との相互取り組み 

           等の検討 

 



総論としてのまとめ 

ｍｍｃの活性化を考える勉強会 

ｍｍｃプロジェクト資料4 平成28年1月20日 

 分野  取り組み内容 
事例、オペレーションの方法＆問
題点 

  事業の展開方法 

 
人
材
の
確
保 

    
可能
性の
評価 

備考＆課題 

      

ｍｍｃ
内部
での
展開 

別途
単独
新規
展開 

提
携 

委託受
け 

募
集 

外部
から
のト
レー
ド 

その
他 

    

現事業の拡大及延長 空き家、空き地管理 事例参照 ○             ○ 計画案の作成 

                        

公的機関からの委託 市役所からの業務 業務内容によっては人材 ○     ○ △     △   

  町会からの業務 募集必要（数を含め） ○     ○ △     △   

                        

宅食分野への参入 新規事業化     ○ ○   ○ ○   ○ 導入計画案作成後可否 

                      の検討 

福祉分野への参入 生活支援事業   ○       ○     △ 福祉分野への参入 

   ・家事手伝い・通院手伝い           ○       の検討可否 

 ＊安心ネットとの調整  ・買い物付き添い代行           ○       （基本的なコンセプトの 

   ・話相手             ○         検討）. 

                        

  相談事業 専門職（資格者）の確保 ○ ○ ○     ○   ○ 専門人材確保 

   ・終活の相談             ○       

   ・成年後見制度             ○       

                        

  専門事業 法的制度の研究 ○ ○ ○   ○ ○   △ 法規制のクリヤー 

   ・移送サービス                   投資・人材確保 

                        

なんでも屋的発想 お墓清掃お参り   ○       ○     ○ 計画案の作成 

                        

教養講座・教室の開催 ＩＣ講座、習い事、教養、 指導者の確保 ○       ○ ○   ○ 専門人材の確保 

  趣味的内容 場所の確保 ○       ○ ○   ○ 場所の確保 

                        

街づくりプロジェクトへの参画 街づくり 事例参照                    

  コミニュティースペースの運営 ｍｍｃグループとしての参画                   

研究会の検討から 

 1.支援事業として新規事業の取り組みを行うか、どうか 

   ①実施のための個別計画が必要 

    ・・・かかわる人・・・ 

   ②他組織との相互取り組み 

 2.交流事業の見直し、拡充 

   ①現在実施の催事の見直し、拡充 

     ・・・作品展の見直し拡充・・・ 

   ②新しい交流事業の展開 

     *内部での新たな取り組み 

     *他組織との相互取り組み 

            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊現状組織の拡充、見直し？ 

  ・作業人員の募集、確保 

  ・現状組織運営の見直し 



東京ホームタウンプロジェクト 

＆ 

プロボノ1ＤＡＹチャレンジ 

・八王子市活動支援センターからの紹介で申込み 

 

・Ｈ２８年７月 プロボノ1ＤＡＹチャレンジ実施 

 

・ＭＭＣ１２名・ＴＨＭＴ4名・支援センター２名、ゲスト3名 

  



東京ホームタウンプロジェクトの支援内容（2016年度）： 
課題整理ワークショップ 

目的.50.60代会員獲得と地域のニーズに対応するための活動の見直し 
 支援メニュー： プロボノ1DAYチャレンジ 課題整理ワークショプ 
 中心メンバーが高齢化している会の若返りとともに、買い物、外出のための 
 移動、不在地主など、新たな地域のニーズにどこまで取り組むのか、団体と 
 地域の課題を整理。 
 広報の方法の改善案や実施するイベント内容等をチームから提案された。 

（実際の成果物の一部） 



組織内プロジェクトと東京ホームタウンの
支援ワークショップ後・・・ 

 全体的枠組みの課題の精査 

 新たな地域ニーズへの取り組み(上の課題と関連） 

 社会的動向の把握と関わり（福祉関連） 

        

 芽出しのチャンスを掴む  

 ・・・福祉課からのアンケート依頼と補助金申請 

 ・・・お墓の清掃管理  


